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発明の概要 【課題】 
原料として⼊⼿が容易なオクタフルオロシクロペンテンからの合成が可能であり、
且つフッ素含有量が多い新規な含フッ素化合物、並びに該含フッ素化合物をラジカ
ル重合して得られ、透明性が⾼く、汎⽤溶媒に溶解できる新規な重合体の製造⽅法
並びに該含フッ素化合物の重合体からなる光学素⼦、機能性薄膜及びレジスト膜を
提供する。 
【解決⼿段】 
オクタフルオロシクロペンテンとアリルアルコール⼜はその誘導体を反応させて
合成される式（１）で表される構造を有する含フッ素化合物、及び式（１）で表さ
れる構造を有する含フッ素化合物のクライゼン転位反応によって得られる式（２）
で表される含フッ素化合物、並びにそれらの含フッ素化合物をラジカル重合して製
造される重合体。 
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